
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
磑
石
は
時
に
陰
面
を
代
表
す
る
と
は
言
え
略

陽
面
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
。

（
Ｄ
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）

（
の
南
小
岩
接
骨
院
）

東
京
歯
科
大
学
百
年
の
歴
史
の
過
半
を
占
め
る
東
京
歯
科
医
学
専

門
学
校
の
教
科
書
は
、
ま
ず
新
纂
歯
科
学
講
義
（
明
治
四
十
’
四
十
四

年
）
、
お
よ
び
歯
科
学
講
義
（
大
正
元
年
’
六
年
）
と
連
続
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
こ
の
二
種
類
の
歯
科
講
義
録
は
そ
の
合
本
が
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
書
下
し
教
科
書
と
し
て
は
歯
科
学
叢
耆
と
し
て
（
大

正
十
五
ｌ
昭
和
十
九
年
）
に
か
け
十
五
編
発
行
さ
れ
た
。

ま
た
大
正
十
四
年
か
ら
主
と
し
て
花
沢
鼎
に
よ
り
、
臨
床
歯
科
学

叢
書
と
し
て
数
編
の
単
行
本
教
科
書
が
順
次
発
行
さ
れ
た
。

勿
論
そ
の
他
に
も
多
く
の
書
下
し
の
単
行
本
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ

ら
が
混
然
一
体
と
な
り
第
二
次
大
戦
前
の
本
学
教
科
書
体
系
を
か
た

ち
づ
く
っ
た
。

本
叢
書
は
第
一
巻
が
大
正
十
四
年
六
月
発
行
さ
れ
、
そ
の
緒
言
に
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二
花
沢
鼎
“
根
管
ノ
解

三
花
沢
鼎
辛
根
管
充
填

四
花
沢
鼎
・
杉
山
不
二
”
歯
牙
再
植
術

五
花
沢
鼎
”
歯
髄
切
断
法

六
花
沢
鼎
・
安
田
康
輔
《
「
ラ
、
ハ
ー
ダ
ム
」
防
湿
法

七
花
沢
鼎
“
歯
髄
炎
ノ
症
候
診
断
及
療
法

八
遠
藤
至
六
郎
“
口
腔
外
科
臨
床
講
義
集

第
一
篇
は
大
正
十
四
年
七
月
十
五
日
、
二
・
三
編
は
八
月
一
日
発

行
さ
れ
た
。
第
四
編
は
原
稿
の
最
初
の
頁
の
み
が
、
本
学
に
保
存
さ

れ
て
い
る
が
、
他
の
書
誌
学
的
事
項
は
不
明
で
あ
る
。

第
五
編
は
発
行
さ
れ
た
事
実
は
広
告
に
よ
り
わ
か
る
が
、
他
は
不

明
で
あ
る
。

第
六
・
七
編
は
恐
ら
く
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
第
八
編
は
歯
科
学
報
に
遠
藤
が
長
期
間
連
載
し
、
昭
和
十

年
、
本
叢
書
と
は
別
に
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

以
上
の
概
要
と
一
’
三
編
の
書
誌
学
的
詳
細
を
報
告
す
る
。

（
東
京
歯
科
大
学
）

は
以
下
の
書
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
花
沢
鼎
・
岩
沢
力
“
歯
槽
膿
漏
ノ
病
理
及
療
法
ノ
梗
概

二
花
沢
鼎
“
根
管
ノ
解
剖
、
清
掃
、
消
毒

わ
が
国
に
西
洋
歯
科
医
学
が
導
入
さ
れ
、
洋
方
歯
科
医
学
書
が
出

版
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
明
治
十
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
一
般
大
衆
向

き
の
啓
蒙
害
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
六
月
、
第
三
番
目
に
高
山
紀

斎
著
『
保
歯
新
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
当
時
の
米
国
に
お
け

る
○
胃
儲
昌
ぐ
⑦
ロ
①
且
輿
暑
の
形
式
に
な
ら
っ
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た

日
本
最
初
の
歯
科
保
存
学
書
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
保
存
学
書
は
解

剖
・
胎
生
・
組
織
学
や
矯
正
歯
科
学
も
含
ん
だ
歯
科
保
存
学
を
主
体

と
し
て
、
歯
科
一
般
を
記
述
し
た
書
物
で
あ
る
。
別
に
高
山
歯
科
医

学
院
義
録
で
は
歯
科
病
理
学
で
歯
髄
処
置
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。

第
二
は
、
講
義
録
以
後
発
表
し
た
高
山
歯
科
医
学
院
編
・
高
山
紀

斎
著
の
教
科
書
『
歯
科
手
術
論
』
と
『
歯
科
汎
論
』
（
共
に
明
治
二
十
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